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幼稚園における音楽リズムから

－歌唱として扱う場合の教材の選び方一

松中 久儀

今日，幼児を対象にした歌の内容の変化は特

に目を承はるものがある。幼児が好むと好まざ

るにかかわらず，耳にずるしのはコマーシャル

ソングやポピュラーソングまで含めると，その

範囲をつかむことは容易でない。そしてこれら

の曲は，その内容が芸術的であるなしに関係な

く，幼児の発達段階で特に発達の度合が早いと

いわれるリズム感を刺激すべく作られているよ

うに思われる｡内容は幼児の興味のある,動物，

乗り物などをテーマにしたものが多いのは従来

できるだけ重点を置かないことにした。

最初に，前記音楽リズムの二つのテキストの

関係事項を列記してふた。今後，Ｉ～Ｖの項目

で両テキストを引用することが多くなるので，

前者をＡ，後者をＢとすることにする。

Ａ「幼稚園教育指導書領域編音楽リズ

ム」（文部省）第４章指導上の留意事項

３の(2)「適切な教材について」から

ア歌う

け）歌詞は親しし承やすい口語体で，簡

単なもの。

（ｳ）曲は楽しいふんい気のもので，次の

条件を考慮したもの。

１）曲態はおもに単音のもの。

２）調は長調，短調および日本旋法の

もの。

３）拍子は94,％，麺および9Aで，そ

れぞれリズムが単純なもの。

４）発声に無理のない音域のもの。

（第２章参照）

Ｂ「幼児の音楽リズム｣(教師養成研究会，

幼児教育部会編）第４章「望ましい経験内

容から」

旋律の美しい明るい単純なもの，音域の

あまり広くないもの，調子は長調で拍子は

２拍子か４拍子を主とし，これに３拍子の

ものを加えたもの，中途で，調子や拍子の

変るものや，付点音符の多いものは避け，

曲の長さは８小節から16小節止りのもの

で，音程の飛躍しないもの，発声の自然な

ものという保育要領によって示された基準

に沿って選択した－以下略

と変りないが，しかし，重きしゃこが=でんし

や=，=しんかんせん＝と移り変る，時代の流

れを敏感にとらえているし，リズムパターンな

ども歌詞の内容に合わせて従来のものよりはる

かに新鮮になり又，形式的であった曲の構成も

その殻から大胆に抜け出ているものも見受けら

れる。そしてそれらが変化していくテンポは益

々急速になってきているようである。

そこで，上記幼児を取り巻く環境の中にあっ

て，幼児が望ましい経験をするには，いかなる

内容の曲を，いかなる点に留意して選択し，い

かなる形で幼児に与えたらよいのであろうか。

今回は幼稚園の音楽リズムという領域から，特

に，歌唱として扱う場合の教材の選び方に着眼

し，「幼稚園教育指導書領域編音楽リズム」

(文部省）と「幼児の音楽リズム」（教師養成研

究会，幼児教育部会編）から関係事項を参考に

したがら，その留意事項を五つの項目（Ｉ～Ｖ）

に分け方法と対策を考察した。尚，歌詞の内容

については項目Ｉで説明する楽譜を通して表わ

される抽象的なリズムやメロディから承れば，

容易に判断することができると思われるので，
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Ｉ簡単て単純な歌という条件からみた場合

Ａ，Ｂ両者の説明している条件を包括した場

合でも又，一般的なとらえ方をしても幼児の歌

とは，「簡単で単純な歌」という概念でもって

印象づけられているきらいがあろうかと思われ

る。又このことはＡ，Ｂに限らず幼稚園の音楽

リズムに関するその他の参考書においてもその

ような印象を受ける文面が見受けられることも

少<ないようである。それではこの概念をまず

第一にして教材を選んだ場合，その選ばれた教

材は幼児にはどのように受けとめられるのだろ

うか。松任市立第一，第二幼稚園は「昭和48年

度石川県幼稚園教育研究」で教材に対する考え

を次のように発表している。

「新しい子どもの歌とは，旋律の動きが変

化に富糸，以前のような単調なリズムではな

く，いろいろなリズムが使われており，一見

難しそうな音符やリズムがあっても歌って承

ると案外歌いやすく，きれいに歌える曲もあ

り，歌詞についてもユーモアがあり子どもの

心情に合ったものが多い点などからゑて，今

後の教材選択の方向を考えさせられたように

思う。」

この発表の内容はＡ，Ｂの示す歌の選び方の

条件から(文章表現上からふた限りにおいては）

は象出している点もかなりあるようだ。さて，

ここで注目すべきは，「－見難しそうな音符や

リズムがあっても歌ってゑると案外歌いやすく

……」という箇所である。我灸はこれまでの音

楽体験から，その曲は歌う，又は弾く場合に，

やさしい曲，又難しい曲であるといったいわゆ

る難易の度合を判断する読譜技術を身につけて

いる。そしてこの尺度でもって幼児の曲を選ぶ

ことが－つの基準となっているのではないかと

いうことを改めて認識する必要がある。という

のは，その方法がかたくなに，又概念的になり

すぎると適した教材を選ぶ，という作業の中で

障害となることもある。いいかえれば幼児本位

であるべき教材が指導者本位の屯のになりかね

ないということである。このことは，幼児の側

に立って考えてふるとなお問題が明確になる。

幼児はその発達段階からゑて，曲の難易度を測

る能力を備え持ってはいないと考えてよいし，

又，そのような技術を身につける必要もないと

考えられる。よって幼児はなんの概念も持たず

に又，抵抗感もなしにただ受け入れてしまうこ

とになる。ここにおいて両者の曲のとらえ方に

根本的な相違があるわけだが，我々は幼児がそ

の曲に興味を示して表現したかどうかではじめ

てその尺度が幼児に適した教材を選ぶ上で効果

的に作用したか否かを認識させられることが多

いのではなかろうか。ここで幼児の歌２曲を比

較して，指導者の側からとらえた場合と，幼児

の側からとらえた場合の違いを分析して承る。

１「のぞいたの」（楽譜例１）

１）指導者の側からふた場合

リズムが小の連続で統一されている。伴奏の

動きがわりに少ない。音域の広がりがなく平坦

である（６度）。調号は１，（フラット）一つで

わりに取りくゑやすい。四小節毎にまとまって

いて形式的である。

２）幼児の側からゑた場合

リズムがあの連続ではっきりしたアクセント

を感じられない。変化に乏しいので印象が薄

い。音程は隣り同志の音が接近して狭いので

（短二度，長二度）正確にとれない（－このこ

とについてはＩの注４でふれる）。楽譜を経験

したことのない幼児にとって調号が１，－つであ

ることはなんの意味もなさない。

２「とんとんともだち」（楽譜例２）

１）指導者の側からふた場合

リズムの種類はん』.，小，月，ロで変化が

多い。伴奏は楽譜例１にくらべて動きが大き

く，複雑で音域に広がりがあり（９度），又音

程の飛躍が多い｡調号は輪で感覚的に抵抗があ

り伴奏の上からもとつつきにくい。２小節単位

でまとまっている所もあるしそうでない所もあ

り，どちらかというと形式的でない。

２）幼児の側からゑた場合

アクセントがはっきりしており，音程の開き

から挑躍感があり楽しい。伴奏がリズミックな

ので調子をとりやすい。調号の蝋については，
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１の2)に同じく意味がない。形式的ではないが

歌詞に５人のともだちの名前を入れてあること

など，その身近な内容に興味がある。

本的な詩`情流れる雰囲気を自然に経験すること

を，又，後者はどちらかといえば元気な声で先

生や友だちゑんなで一緒に歌うことをねらいと

して扱えばより効果的な教材となるのではなか

ろうか。以上の分析から「とんとんともだち」は「の

ぞいたの」に比べて難しいので取り組承にくい

といった指導者本位の見方がされがちであるの

に対し，一方では「とんとんともだち」はリズ

ミヅクで歌詞の内容も身近で興味があり覚えや

すいといった幼児本位の見方を忘れがちであ

る。逆に，指導者がご簡単で単純=と判断した

曲は残念なことに幼児には単調で興味がなく，

大人の＝難しい二，＝やさしい＝の表現を借れ

ぱ，まさしくそれは幼児にとって＝難しいご曲

となる場合もありうる，ということに我々は常

に留意していなければならない。先にとり上げ

た松任市立第一，第二幼稚園の発表は，望まし

い教材の選び方について，従来の方法に先生方

自らの反省を含めて述べてあるのだと思う。

Ｈ幼児の声域、曲の音域。音程からみた場合

Ａ，Ｂに限らずその他の理論書でも教材選択

の留意点として幼児の声域と曲の音域が一致し

ていることをあげている。Ａの第二章では幼児

の声域を「１～２才はｆ～ａ，３～５才はｅ～

ａ，６才はｄ～ｄ程度であるが，これは幼児の

心身の発達の状態や音楽的経験，指導法などに

よってかなり個人差が大きい」といっている。

又，アーノルド・ベントリーはその著書「こど

もの音楽能力をテストする」で「音高識別は声

域の中央近くの音を対象にした場合の方が，声

域の端だとかその外の音を対象にした場合より

も，より正確であるように思われる｡｣と説いて

いる。この論はそのまま幼児が自然に歌える高

さと解釈しても問題は生じないと考えられる。

これらの資料を参考にしながら教材選択の方法

を説いていきたいが，ここで，幼児用の曲の音

域はその曲の基になる音階のしくぷと深い関係

があると考え，用いられている代表的な音階か

ら曲を，１.わらべうた，２.ヨナ抜きの音階を基

にしたうた，３.西洋音階を基にしたうた，の三

つに分類しそれらの曲の特徴から教材としての

効果を取りあげ，主に歌唱としてはいかなるね

らいをもって与えたらよいか考察することにす

る。なお，陽旋法，陰旋法などその他の日本音

階を基にした歌は分類が広範囲になりすぎるの

で省略して，特に多く使用される上記三つの音

階に焦点をあてた。

lわらべうた

わらくうたの雰囲気を盛り込んで作曲家が作

ったものは別として，自然発生的に地方地方に

うたい伝えられた子どもの歌である。構成音が

二つでできているものを２音歌，三つでできて

いるものを３音歌……と呼ばれている。ここで

例として２音歌～５音歌まで取り上げ，それぞ

幼児の歌として作曲されている歌の中から適

した歌唱教材を選ぶ場合，＝簡単で単純な＝と

いう条件に必要以上にとらわれないこと，幼児

は曲に対してなんの概念もなしに又，曲の内容

に関係なく直接受け入れてしまう傾向にあるこ

と，そしてこのことは我々が曲をとらえる場合

の形と根本的な相違があることを基本にしなが

ら，あくまでも幼児本位の立場に立って教材を

選択するよう留意したい。

（補足）

ここで「のぞいたの｣｢とんとんともだち」の

２曲を例として選んで分析してきた過程におい

て間違った解釈があってはならないので補足説

明をしたい。それは，私はこの２曲に対し，芸

術性が高いかどうかという作品価値について批

評家気取りのことを述べたのではないこと。あ

とでもふれるが，歌唱を重点に扱った場合と，

その他の表現内容（きく，ひく，うごく）を重

点に扱った場合では教材の効果が違ってくるこ

とが考えられる。そうした場合，前者は先生の

きれいな声やレコードでもってその曲の持つ日
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れの構成音配列例の一般的と思われる形を主に

幼児用の歌として編集された歌曲集から選択し

てふた。
（注1）

１）構成音の配列例と例曲（○'よ核音）

イ２音歌
（注2）

ａ構成者⑤ソ例題曲たこた

こあがれ（楽譜例３）

ロ３音歌

ａ構成音シ⑤ソ例題曲なべな

くそこぬけ（楽譜例４）

ｂ構成音⑤ソ⑤例題曲てるて

るぼうず（楽譜例５）

ハ４音歌

ａ構成音シ⑤ソ③例題曲かごめ

かごめ（楽譜例６）

ｂ構成音⑤ソ①し例題曲あっぶ

くりきりき（楽譜例７）

二５音歌

ａ構成音②シ⑤ソ⑦例題曲ひらい

たひらいた（楽譜例８）

ｂ構成音シ⑤ソ⑤し例題曲おか象

さん（楽譜例９）

（注１）核音は小泉文夫編「わらべうたの研究」を

参考にして設定した。

（注２）２音歌を⑦，ファ，３音歌をラ，⑦，ファ

というように構成音を上記例より全体に長一度低く採

譜してある例も多い。（楽譜例３，４）

２）曲の特徴

イ西洋音階の主音は属和音→主和音などの

和音進行に裏づけされて存在していると考えら

れるが，わらべうたのそれ（わらべうたの場合
（注3）

Iま核音と称されている音の中で，特に中心的な

働きをするラ又はソ（注２より）がこれに該当

すると考えられる。）は，わらべうたが元来が

ハーモニーを伴なわないもの，又導音の働きを

する音（終止音がラの場合はソを導音と承るこ

とができる）が，西洋音階のそれに比べて力が

弱いことなどから終止音としての安定度が薄い

といえる。

（注３）小泉文夫署「日本伝統音楽の研究Ｉ」より

。メロディは核音を中心にしてニプと二塁；

のように回っている形が最も多い。

’、音程の開きとしては長二度，短三度，完

全四度が基本で，それも下降の形で並んでいる

場合が多い。

二音域は核音ラ（又はソ）を中心にして，

２音歌の長二度からそれぞれ構成音の数によっ

てその幅に段階がある。

ホハ長調とかへ長調などの西洋音階の調性

という角度から照らし合わせてふた場合，わら

ぺうたは一点イ音又は（一点卜音）を基にした

ものにだいたい統一されているとゑてよいこ

と，又構成音については３音歌は２音歌と同じ

構成音にもう一つの音を加え，又４音歌は３音

歌と同じ構成音にもう一つの音を加えるといっ

た構成音の重複を基本としていることなどか

ら，歌詞やリズムの違いこそあれ類似した情緒

を感じる曲が多い。

３）教材としての効果

イうたいながら遊ぶ場合，Ｉの２，３で上

げる音階を基にした歌より曲を繰り返えすとい

う点で必然性があり｛特に核音ラ（又はソ）で

始まりラ（又はソ）で終るものはこの点で曲が

循環している感じがよく表われている｝幼児の

興味が持続する限り自然に続けられるような形

が出来ている｡－２)のイ，ロの特徴からの効

果

ロ幼児の声域（Ａの第２章参照）に合わせ
（注4）

て，自然ifJﾐ発声ができる音域，音程のものを選

べる。特に音域の狭い歌が豊富にあるので年少

児の教材として有効だと考えられる。－２）

のロ，’､’二の特徴からの効果

（注４）Ｈの冒頭で引用したアーノルド・ベントリ

ーの著書から関連した論を上げて承る。

○「半音程は全音程よりも判断がむずかしい

し，また全音程はより大きな音程よりも判断が

むずかしい。」

○「短三度は，幼児が彼らの歌のなかでもっと

も一般的に用いるものであるということが発見

されている。短三度はまた，第六章で述べた３０

個の和音テストの項目のうちで，もっとも容易

なものであるということが判明している。」
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（注5）

○「Ａ＝４４０（１秒間の振動数）ｌ土，年少児の

声域のほぼ中央であり，したがって，聴き手が

無意識に声で反応するときでさえ，喉頭は音高

識別を助ける。」

（注５）この場合は小学校児童の年少児を意味す

る。

ハ歌詞を変えたり，曲を変えたりして，遊

びを展開させていくことも音楽的には抵抗なく

容易に出来る。幼児自身がその作業をする場合

は，創造性を培う意義ある効果となろう。－

２)のロ，ホの特徴からの効果

２ヨナ抜きの音階を基にしたうた

り音階構造

音階はF，し，ミ，ソ，ラ（ド）の五音階で

ある。日本では以前，ドレミファソラシドをヒ

フミヨイムナと呼んでいたが，この音階はヨと

ナ（すなわち，西洋音階のファ（下属音）とシ

（導音）にあたる音）の音が欠落しているので

ヨナ抜きの音階と称されている。

２）曲の特徴

短調についてはことさら取り上げて説明しな

いことにする。

イ主音は導音によって導かれないが，しか

し和音進行（属和音→主和音）にはっきり裏づ

けされて存在しているので，わらべうたの核音

よりははるかに安定度が強い。（楽譜例10アメ

チヨコさん）

ロヨナ抜きの音階はわらべうたの５音歌の

構成音配列と比較して承ると，隣接した音がい

ずれも長二度と短三度であるということで共通
（注6）

している。よって，必然的に旋律Iこわらべうた

と類似した流れを感じる。

（注６）′､長調の場合は構成音５つのうち，４つま

でがわらべうた５音歌のそれぞれの構成音と全く同じ

高度になる。（図１）

ハ元来ヨナ抜きの音階による歌は，西洋音

階，西洋音楽を参考にして考案されたものなの

で日本的な情緒と西洋的情緒が芸述的に融和し

た作品であるといえる。

二音域については，わらくうたのように狭

いものは曲数が少ない。最高音と最低音の開き

がオクターブ位のものが最も多い。この点では

３の2)の二と同じである。（楽譜例10）

ホ音程については長二度からオクターブ位

まで自由に使われている。

へ調によっては，高い方の主音と低い方の

主音の両方が出てくる曲もかなりある。（楽譜

例10）

ト調は，理論上可能な限りの種類が存在す

る。

チ形式（－部形式など）が，定まっている

ものが多い。

リ旋律とハーモニー，リズムまたアクセン

トの強調，曲想などの関係から伴奏が大きな意

味を持つ。

ヌ作曲者，作詞者の表現方法の違いが，作

品に顕著に現われている。

ル曲数が多く，曲態が豊富で又新しいもの

もどんどん作られている。

３）教材としての効果

イ曲の終止感を自然に経験していくことが

できる。－２)のイ，ヘからの効果

ｐわらべうたからの発展的扱いができる。

－２)のロからの効果

′、西洋音階に基づいた歌への移行的段階と

してとらえることができる。－２)のハからの

効果

二年長児の声域にあったものを多く選べ

⑥
ド

ー
ー
ー
ー
ト
ー
ト
ー

｜
し
し
ｏ
’

’
’
’
一

［ｈＨｈＮｕ万
「岸ｌ」Ｆ１トー音
一
ソ
ソ
⑦
｜
洞

一
一
一
旧

同剛ＨｕＨＨⅢ］韮
一
一
一
一
一
噸

シ「ｌｌｉ。－

わらべうた５音歌（中心になる核音がラの場合）、＝＝

ヨナ抜き音階（'､長調の場合）

わらべうた５音歌（中心になる核音がソの場合）

○は主音又は核音，－は長二度，－=は短三度，

（図１）
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ものもしつと作曲されまた編集されることを期待した

い。

ホ音程は半音からオクターブ位まで自由に

使われている。

ヘ形式が定まっていないものも見受けられ

る。（楽譜例２）

卜外国曲も扱われている。（楽譜例13）

チ音階をそのまま取り入れたような旋律の

ものも少なくない。（楽譜例11）

る。－２)の二からの効果

ホ主に動きのリズムと並行しながら，形式

感を自然に経験できる。－２)のチからの効

果

へ元気に歌う，きれいな声で歌う，気分を

出して歌うといったねらいに重点を置いて扱う

ことができる。－２）のり，ヌ，ルからの効

果

卜先生の弾くオルガン，ピアノ又はレコー

ドからハーモニーを自然に経験できる。－

２)のイ，ト，リ，スルからの効果

チ歌詞や曲態から幼児の興味のあるものを

選ぶことができる。－２)のルからの効果

３西洋音階を基にしたうた

り音階構造

最も一般的ないわゆる'ドレミファソラシ

（ド）である。

２）曲の特徴

短調についてはことさら取り上げて説明しな

いことにする。又，ヨナ抜きの音階を基にした

歌と重複していると考えられる特徴（即ち，Ｉ

の２の2)の二・ヘ・ト・り゜ヌ・ル）の記述は

省略する。

イ西洋音楽の基本が集約されている。

ロ主音は導音に導れて現れてきたり又，和

音進行によって裏づけられているので，Ｈの３

つの幼児の歌の中では一番安定度が強い。

ハ半音の動きが出てくる。

ａファ←→ミ，シ←→ド（楽譜例11，す

うＣのうた）

ｂ臨時記号を用いてできている半音（楽

譜例12,おんまは承んな）

二音域はオクターブ位（最低音と最高音は

変ロ音と二点二音位でだいたいの限度を持って

いるようだ）でまとめてあるものが多いが，５
（注7）

度や６度でできてb､るものある。（楽譜例13,

ぶんぶんぶん）

（注７）ヨナ抜きの音階による歌は構成音が少ない

ことから，目と音域が広くなると考えられるが，西洋

音階による歌はその点で余裕があるので，音域の狭い

３）教材としての効果

２の3)のホ・ヘ・卜・チの効果はそのまま，

この項にも該当するので改めて列記しない。

イ主音を安定させるという能力が自然につ
（注8）

いてくる。－２)のイ，ロカミらの効果
（注9）

ロ調性lこ対する感覚が刺激される。－

２)のイ，ロ，ヘホからの効果

（注８，９）アーノルド・ベントリー箸「子どもの音

楽能力をテストする」からの関連事項。

○『フランクリンによると「ＴＭＴ（すなわち

調性に対する感覚）は６才から９才までに，は

じめて主音を安定させることができる」とい

う。（中略）調性に対する感覚は早期に－た

いていの子どものぱあいは，おそらく８才まで

に，しかも，或る子どもたちのぱあいは多分ず

っと早<に－確立されるということである｡』

’、狭い音程（半音など）が自然に経験でき

る。－２)のヘホからの効果

二小学校の教科「音楽」への準備段階とし

てとらえることができる。－２)のイートから

の効果

ホ幼児の声域を考慮して選ぶことができ

る。－２)の二からの効果

へ西洋音楽への導入的段階としてとらえる

ことができる。－２)のイ，ロ，ハ，ホ，トか

らの効果

ト音階を無意識のうちに経験できる。－

２)のチからの効果

チ楽譜への導入ができる。－２)のチから

の効果
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幼児の声域は個人差が大きいこと，又幼児が

興味を持てるものという第一条件を重視した場

合，部分的には各年令の声域から若干は象でて

いるものや音程の飛躍のあるもの又は半音を多

く使ってあるものなどを教材として選ぶ場合も

あろう。そこで,それぞれに該当すると思われ

る歌，３曲を取り上げ，その方法を考察し教材

選択の判断の一基準としたい。

①はしれ，ちようとっきゅう（楽譜例14）…

…〔幼児の声域と音域から〕

シンコペーションのリズムにのって超特急が

走る様は幼児にとって興味のあるものである。

しかし，７小節目，８小節目の二点二音又，最

後２小節間の二点二音は年長児の声域の最高音

であるばかりでなく，その高さをかなりの時

が）ごびっくりまんじゅう＝という歌詞の楽し

さを出すための効果として音程の飛躍（オクタ

ーブ）が取り入れられていると考え，又最高音

二点二音は曲の盛り上がりの場所にあるには違

いないが，ある程度部分的であると判断して，

ここは正確な音程をとることに指導の留意点を

置かず，アクセント気味に元気な声で雰囲気を

出すことの方にねらいを置いた方が，望ましい

歌唱の教材となるのではなかろうか。

③おん主はふんな（楽譜例12）……〔半音を

使ってあることから〕

「狭い音程は，広い音程からくらべるとはる
（注10）

かにうたいにくい」音程ではあるｶﾐ，この曲の

半音は付点音符に気持ちのよい抑揚をつけるた

め効果として挿入してあるのであって，この半

音を正確に歌えないと曲の全てが失われるとい

ったことばないと考えたい。又逆にこの曲の場

合は，半音を使ってあるからかえって調子をと

りやすく，歌いやすいのだとも考えられる。よ

って歌唱教材としては効果的で貴重な一曲だと

いえる。

間持続させなければならない。又この箇所は雰

囲気の盛り上っているところなので，曲の構成

からしてある程度正確な発声がなされないと曲

の生命が失われてしまうおそれがある。移調に

よって解決したいところだが，音域もかなり広

いのでその場合，低い方の音程が年長児の声域

内におさまらないことになる。よってこの曲

は，幼児が興味を持てるものという第一条件を

満たしてはいるが，幼児が自然な発声ができる

ものという留意点の方を重視すべきと考え，歌

唱よりもどちらかというと鑑賞（先生の歌を聞

くことも含む）又は，リズム表現で扱われた方

がより適した教材となりうるのではないか。そ

して，歌唱としては小学校の教科「音楽」に該

当させるべきかもしれない。

②おかしやざんになりたいな（楽譜例15）…

…〔幼児の声域と音程の飛躍から〕

＝おかし＝をテーマにした楽しい曲態は幼児

の興味をそそる。ヨナ抜きの音階を基にして作

られた曲と考えられ，付点音符と起伏のあるメ

ロディ，そして最後２小節の音程の飛躍に曲の

特徴がある。音程の飛躍に関してはＢの＝音程

以上３曲からまとめてゑると，曲の音域が幼

児の声域から少しは承出ているものでも，その

高さが部分的であったり，又その音を正確にと

れなくても雰囲気が出せるような曲であれば，

歌唱として適した教材となりうる。又一方，声

域内に音域がおさまっていても，それが声域の

高い方あるいは低い方にかたよって定まってい

るものは，無理のない自然な発声は期待できな

いので適した教材とはならない。又，移調する

ことによって，幼児の声域との関係を調節する

作業も積極的に行なわれなければならないが，

極端な度数でもって移調すると，曲の雰囲気が

じゅうぶん出せないこともあるので留意した

い。又，半音については，それが曲の中でいか

なる形で使われているかによって教材としての

条件が異なってくると考えられる。

（注10）アーノルド・ペントリー署「こどもの音楽

能力をテストする」より引用。注４も参照。

の飛躍しないもの=という条件に照らし合わせ

てふると，確かに抵抗感があることは否めな

い。しかし，この曲の場合は（勿論，その音の

開きが正確に歌えればそれにこしたことはない
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ぱ原口の連続した形,」｣｣jの形,1m、
の形,災ハュハのｼﾝｺﾍﾟｰｼｮﾝの形，
又スタカートが頻繁に出てくる形を幼児は好ん

で表現することに裏づけされている。）苑拍子

がその条件を一番満たしているのである。よっ

て，２拍子の拍子感を養うことをねらいの一つ

としてあげることも妥当だと考えられる。

２％拍子３拍子系単純拍子

この拍子がなぜ多く作曲され又編集されない

のだろうか。表１の％は５％前後という低いレ

ベルでしかもソ例えば「ぞうさん」，「こいの

ぼり」のように同じ曲がどの歌曲集にものって

いる，という重複があるので，実際はもっと曲

数が少ないと考えられる。日本語の問題，日本

音楽の特徴といった一般的なとらえ方はさてお

いて，私は幼児の音楽の中に重要な位置を占め

るべきだと考えている。強拍と強拍の間隔から

ふた場合はやや消極的なとらえ方をせざるをえ

ないが，しかし一方，その間隔がある程度ある

と再び現われてくる強拍が一層強調される，と

いった拍子の運動'性から見た場合，３拍子の柏

の流れを感じることは幼児にとって，それほど

難しくはないと思われる。又，拍子は大別して

２拍子系と３拍子系に分かれる。又それぞれの

拍子の鼓動柏を２で分割するか，３で分割する

か仁よって各種の単純拍子や複合拍子が存在す

る。すなわち，柏の流れは基本的には２つの単

位の繰り返えされるものと，３つの単位の繰り

Ｎ拍子・リズムからみた場合

Ａでは「拍子は;４，％，麺および９６で，それ

ぞれリズムが単純なもの」又Ｂでは「拍子は２

拍子か４拍子を主とし，これに３拍子のものを

加えたもの」と条件を示している。ここで幼児

の歌として編集出版されている歌曲集には，い

かなる拍子の曲が多く取り入れられているか，

その傾向を調べてjZAた。（表１）

いずれも苑拍子の曲が一番多く，麺拍子の曲

がその次に多い。約90％がこの２つの拍子で占

められ，％拍子が以外と少なく，飴拍子を含め

て複合拍子はほとんど例をゑない。これは他の

幼児用の歌曲集においても同じような傾向にあ

るようである。編者，作曲者いずれもが，幼児

の歌の拍子の基本を９４拍子と麺拍子においてい

ると解釈してさしつかえないと考えられる。そ

してこのことは次に掲げる各拍子のとらえ方と

深く結びついている。

１％拍子２拍子系単純拍子

拍子は強拍と弱拍が現われてくる関係で分類

されている。苑拍子は強拍と弱拍が交互に現わ

れてくる形である。幼児の曲の基本としてとら

えられている理由は，この拍子が幼児の感覚発

達に即しているからであると考えられる。とい

うのは，幼児には強拍と強拍の間隔が短かく強

しているものほど調子をとりや･す弱がはっきり

<，又興味をもって反応を示す，といったリズ

ム感の特徴を持っていると考えられる。（例え

（表１）

号拍子｜芸拍子｜÷拍子｜：拍子｜号拍子｜÷拍子
歌曲

標準幼児歌曲集

（音楽春秋社）

（169曲中）

1.2％ 0.6％33.1％5.9％ ０59.2％

新しく選んだ童謡曲集

（中田喜直編・カワイ楽譜）
（90曲中）

０0 ４．４５．６ 4４．４4５．６

幼児歌曲集１，２

（山本道子編・音楽教育社）

（364曲中）

1.9 0.6１．１2９．１４．１6２．９

(小数点以下第２位を四捨五入）
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返えしのものに限定されているのである。よっ

てその形が非常に明確に表出されている苑拍子

号四四四四
(a）強弱強弱強弱強弱

会四四匹１回
(b）強弱，強弱

と％拍子は，各拍子の基礎になる拍子であるの

で幼児の拍子経験上，軽視されてはならないの

ではないか。ただし，一小節内にある鼓動柏の

数の関係から，麺拍子の曲よりは，息の長いフ

レーズができ上がることが多いと思われるの

で，歌唱として扱う場合は発声に無理のない曲

を選ぶこと，又，フレーズ感を養うことにあま

り重点をおかないよう留意したい。一方，豊富

な曲種からⅡ，Ⅳ，Ｖであげた諸条件に照らし

合わせながら教材を選択するといった，望まし

い形をとることは９４拍子の曲においては前述し

たようにあまりにも曲数が少ないので困難な状

態である。このことについては，今後の作曲者

ならびに編者の方向に期待しながら，現状では

レコードや指導者のピアノによる鑑賞，リズム

表現として該当の曲を選び出すか，又指導者自

らが作曲した幼児の歌や外国曲によって補充し

ていくべきであろう。

３４４拍子２拍子系単純拍子

この拍子は本来lJJJjlJ｣｣｣lという４拍子
であるが，強拍と強拍の間隔に隔たりがあるの

で必然的に一拍目はかなり強い柏となり，これ

がメロディの中で必要以上のアクセントとなっ

て表に現われ，好ましいフレーズを作るのに妨

げとなる場合もある。よって中間にもう一つの

中程度の強拍をおいて一拍目の強拍を和らげる

とらえ方も一般的である。又，苑拍子の鼓動柏

をそれぞれ２つに分割してできたのが麺拍子で

ある(ＩＩＬとL二L少')ということか
ら，三つ目の柏は中強拍となる，とも理論づけ

されている。この中強拍のとらえ方によって

は，麺拍子は苑拍子と混同されてしまうという

こともあるので，２拍子系の中にありながら一

方は４拍子，一方は２拍子であることを常に指

導者としては意識の中に入れておかねばならな

い。（図２）

図２の(a)の柏の流れではLL|と但|は全く同等

で独立しているので２拍子であり，（b)の柏の流

れでは｣且'は凶に対して付随的であり，力は吸

(図２）

収されがちであるので４拍子となる｡又一方(a)，

(b)の大きな拍の流れは強弱の繰り返しであるこ

とから(aMb)とも２拍子系だということになる。

以上は音楽理論での一般的な解釈であるが，

幼児の拍子感からふた場合どうとらえたらよい

のであろうか。幼児の場合は，２の苑拍子の項

でも説明した幼児のリズム感の特徴から，本来

４拍子の形(b)で表現されることは少なく，中強

拍が強拍となり(a)で示される２拍子として表現

されがちであろう。このことは，音楽的には好

ましくない現象であるが，指導の留意点として

は大切なことで即ち，幼児の歌において麺拍子

は４拍子本来の拍子感を養うことを重点にねら

いを設定すべきか否か，ということである。今

後この問題については大いに論ぜられるべきだ

と思うが，私は２で取り上げたような，幼児の

感覚発達には末分化な特性があることをそのま

まとらえることの方が大切で，その発達に必要

以上の刺激を与えることは好ましくないという

考え方に立って，４拍子の拍子感を養うことに

重点をおかなくとも良いと判断している。方法

としては，指導者の音楽的な正しい歌い方に触

れながらいっしょに歌うことで，自然に経験し

ていくことが良いのではないか。この教育的判

断に立って，麺拍子は小学校の教科「音楽」へ

の導入的位置にあり，その本来の拍子感を養う

ことの実践は小学校以上の場でなされるのが妥

当と考える。幼稚園で扱われる実践的な拍子の

基本は，あくまでも麺拍子でありその発展した
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単純拍子ａ，ｂ－→複合拍子ｂ

llHirll冊}lilllll

ｌ

１

ａ
１

:Ｗ韓三糞要
ａ，⑥

ａ…歌唱（○は特に重点をおく）

ｂ…その他の表現内容又は小学校の教科「音楽」

への導入的位置

（○は特に重点をおく）

（図４）

（下の音符は鼓動柏が三つに分割された単位を示す）

（図３）

ものとして苑拍子を置くべきであり，麺拍子は

苑拍子に含めてとらえて差支えないと思う。

４９５拍子２拍子系複合拍子

９４拍子の鼓動柏が三つに分割されたもので，

リズムパターンとしては代表的なものとして

（図３）が上げられる。リズム感・拍子感の正

確さとは，規則的に分割された単位を内包（図

３では(a)，（c)がこれに該当する）させながら，

リズムを表出する能力によって決定されてくる

ものであるが，特に９５拍子等の複合拍子はその

能力が備わっていないと正しい拍子感を出せな

い。又その分割された単位は，６拍子，９拍

子，１２拍子いずれも三つのブロック（鼓動柏）

にまとまっていることから，基本となる９４拍子

が歌唱やその他の表現内容でじゅうぶん経験さ

れている必要がある。幼児にとって，前述の能

力はまだ備わっていないと判断しなければなら

ないが，特に歌唱の場合はその分野が創造的な

ものであるだけに難しい。ただし，アクセント

のはっきりした種々の曲でリズム表現をした

り，打楽器で鼓動柏打ちをすることは歌唱にく

らべ，その表現される過程が受動的であると考

えられる側面もあるので易しく，複合拍子の導

入的段階としてとらえれば，適した教材とな

る。

５その他の拍子

苑拍子は３の麺拍子の場合と同じく，苑拍子

の中に含んでとらえる。

苑拍子は麺拍子と同じようにとらえる。

り§拍子，1発拍子，苑拍子等の拍子は曲の例

が全くないといっていいし，又幼児の歌唱とし

てはことさら取り上げなければならない，教材

としての効果があまり承うけられない。

それぞれの拍子を基礎的な技能を養うことの
（注11）

ｵｺらいでもって設定した場合，１～５の各拍子

の特徴や幼児の感覚発達に即して，図４のよう

な拍子の経験順序が考えられる。

（注11）Ａの第３章１の(3)のねらいに基づく。

冒頭でも述べたように，幼児が耳にする音楽

はコマーシャルソングや漫画のテーマソング，

ひいてはポピュラーソング(子ども向きでない）

まで含めると，特にその内容はリズムの面で新

しい感覚がどんどん出てきている。その状態は

指導者にとって決して無関心ではおれない。又

一方的に批判するばかりでもいけない。どちら

かというと積極的にそのリズムを研究し，どん

なリズムパターンに幼児が興味を示すかを分析

したり，又幼児の歌としてある曲と比較し共通

した側面を見い出したりすることは，教材選択

の方法や指導方法に有効な作用を与えてくれる

ことになると思われる。最近の新しい感覚の幼

児の歌はそのリズムを楽譜に書きあらわすと従

来のものよりかなり複雑な音符の配列となろ

う。しかし，幼児がそれらに大きな反応を示し

ていることを先ず，常に認識していなければな

らない。Ｉでも述べたように楽譜から見た平面

的な印象が（音域を考慮する場合は別として）

指導者に，リズムからふた教材選択にあたって

決して抵抗感として作用してはならないので留

意したい。例えば「トラック」（楽譜例16）は

シンコペーションや不協和音を伴っているし，

「おつきさままでとまりません」（楽譜例17）

にいたってはポルタメントまで効果として使用
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され，Ｂの条件「リズムが単純なもの」という

表現からすればは承出ていて，決して単純とは

いえず複雑とさえいうべきかもしれないが，歌

詞やリズミックな流れは幼児の心情やリズム感

にマッチし，興味のあるところから適した教材

となっている。重ねて述べるなら上記の考えは

指導者の考えであり，幼児のそれでないことに

留意し，曲を判断する妨げとならないよう常に

指導者の指導技術（声楽，ピアノの技術も含め

て）を錬磨し，自らも新しいリズム感覚（必ず

しも幼児を対象にした曲とは限らず）に対し，

絶えず研究心を燃やし，実践していかなければ

ならないといえる。

表２

具 体的活動｜表現内容

先生といっしょに歌う

レコードに合わせて歌う }うたう
歌いながらリズム表現をする

先生のピアノでリズム表現をする

レコードでリズム表現をする 卜ご《
楽器をひく

歌いながら楽器をひく

リズム表現をしながら楽器をひく |Ⅲ
先生が歌う又はひくのを聞く

友だちが歌う又はひくのを聞く

レコードを聞く ト
Ⅳ表現内容からみた場合

Ａの第４章では「歌う教材は歌うだけ，動き

のリズムの教材は動きのリズムだけの指導を考

えて選ばないで，多面的，総合的に取り扱える

ようなものを選ぶことが必要である。」と教材

選択の留意点をあげている。ということは，適

した教材とは歌唱，リズム表現，鑑賞，器楽の

それぞれの表現内容がそれぞれに展開あるいは

並行して経験できるものということになる。と

ころが幼児向きの曲で上記表現内容がいずれも

中心的活動を置くか，を教材選択の基本精神と

したい。その場合純粋にリズム表現や鑑賞のた

めに作られた器楽曲は，幼児の歌の曲と併用し

て扱われるべきで，それぞれの表現内容を経験

する過程において決して支配的な教材とならな
（注12）

いよう留意したし､。ここで表現内容の具体的な

形を分類して承る（表２）

（注12）幼児の歌が編曲されて器楽曲やリズム曲に

なっているものは当然この比ではない。

効果的に経験できる曲を選び出すことは決して Ｖ曲の芸術性からみた場合

これまで曲の構造上のことから教材選択の方

法や留意点をあげてきたが，一方幼児の歌は幼

児の歌なりに芸術性の高いものが望まれると考

え，ここではこのことに触れてふる。Ａの第４

章３の(1)，イの項では「音楽的に美しくすぐれ

たしの｡｣同，ウの項では「幼児に興味のあるも

ので生活経験に即したもの｡｣と教材選択の一般

的な留意点をあげている。このイ，ウの項の条

件が共に成立している歌がいわゆる幼児の歌と

して，芸術性の高いものととらえることが先ず

正しい。Ⅳであげた極端な例の曲は別として，

幼児の歌の教材として扱われているものの中に

も上記ウの条件だけが必要以上の要素として盛

り込まれ，イの条件が薄れているのではないか

と思われる歌もあるのではなかろうか。－

「＝こどもが喜ぶ＝と称せられる音楽の内容を

容易なことではない。それはその作品は果して

多面的に表現されることを前提にして作られて

いるのかどうか，ということにも一因してい

る。例えば，歌いやすくすることを考慮した場

合，音域，音程，リズム，曲の長さ等は幼児の

歌ということでかなり制限を受けなければなら

ないので（これはまさしくＡの第４章３の(2)，

アの(ｳ)の項でも条件づけてあることなのだが）

そうしてできあがった曲は，リズム表現や鑑賞

に展開した場合，幼児のリズム感や音感を刺激

するには物足りないし興味の薄いものになって

しまうことも少なくない。そこでいかにしたら

これら表現内容が効果的な経験となりうるかで

はな<，曲の特徴を生かしながら（Ｉの教材と

しての効果でも述べた基本的な考え），表現内

容を展開，並行させていく中でどの表現内容に
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厳しく検討する責任が，親や教育者の側にあり
●●●

まず。どんなせつな的なi(）のでも，菫喜び＝な

がらするものは，とにかくこどもに多大の影響
（注13）

力をもっているのですから。」－例え|望幼児

のリズム感という一側面だけに的を絞って，刺

激を与えるぺく作られたようなものや又，歌詞

についても「ただのゴロ合わせや，ギ音だけが
（注14）

中心的なおもしろさ」であるものなど|土それに

該当すると考えられる。感覚発達の著しい幼児

期にあって，そのリズム感だけが先んじて発達

していくことは，年令が進むにつれ音楽をより

深く理解し，感動し，'情操を高めていく過程に

おいて好ましい経験とはいえない。それは，い

ろいろな点で末分化な幼児であるからこそ，そ

の経験は全体的にとらえられなければならない

といえる。楽しく経験していく中で自然に情感

が育っていくものが適した教材，いわゆる芸術

性の高い歌ということになるが，それでは具

体的にはどのような曲が芸術性の高い歌なの

か，それを判断することは非常に難しいことで

ある（幼児の歌の場合だけでなく，音楽一般に

関してもいえる大問題であるが）。だからとい

って，消極的なとらえ方，例えば作曲者や編者

にそのことを全面的に委ねてしまうことは問題

である。先ず，曲のアナリーゼをいろいろな角

度からすること又，幼児は勿論指導者自身が，

常に新鮮な気持ちを持って歌え又，感銘を持っ

て表現しうるものを即ち，指導者自身好んでい

るかどうかといった精神的な結びつきが，指導

者と教材の間にあるかどうかで判断することが

－つの基準であると考えられる。そしてこの基

準は，指導者のこれまでの音楽経験や教育体験

とより高度な音楽感を持つための実践研究によ

って，その正確さが現われてくると考えられ

る。

（注13,14）「こどもの集団・遊び・音楽」（コダー

イ芸術研究所編）より引用。
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てるてるI翁ザてるぽうずあしたてん匙に．しておくれ Ｉ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■￣■■■■■

■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■|■■ﾛ■■■■■■■■■■■-Ⅱ■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■－－－－■■■■￣￣＝完■■■■「一元■■－－■■■■■■■■■

■■■■■

ひＩbいたとおもったらｖ、つの宮にかっ－－腿．んだ

楽譜例６かごめかごめ

芸術教育研究所採譜
L100ca

楽譜例９おか象さん

芸術教育研究所採譜
Ｊ－１１６Ｅａ

鮭＝ニーーヨーニ覇＝逼圭＝圭匿＝臣巨
かごぬかごめ力､どのた力､のとDは

蒔笙量言菫雪王室E蔓三三皀碧三重君苣と言琿
砦圭=妄二二二巨圭圭屡ニーー臣～ヨー匡巨
いついつでＪＰるよあけのぱ．んに

拳三三華=三三三雲奎這壜室三三匡壺蓬望二二＝
■■■■■■■■■■■￣■■■Ｕ■■￣

■■■■■■■ｌ■■■ロ■■Ｕ■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■
-ﾛ■■－■■■＝■■￣」■■■■■■■■￣■■■Ｐ

￣

けがざＡ御しけがさんI班ちよ｣ｗ、と堂ろめておかみさんつるとか酌と十ぺっに．うしらのＬようJhA，だあれ
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楽譜例１１すうじのうた楽譜例1０アメチョコさん

虹二作詞

肇作曲

夢

小谷
天野塵作詞

一面虹子作IDU
サーーーーーー~－－

Ⅱ■■■■■U■■■■■■
望＝＝＝￣■￣￣￣￣￣－－口￣■－－－－￣￣￣￣

＝＝。 ＝＝＝￣■Ⅱ

1.十うじのし、ちは左 に

荊ニヨーョヨー屋屋鴎一回==肩＝二
楽譜例１２おん主はみんな

中山知子作詞

アメリカ民謡

|【鬘二二r鬘彗重三重二葉二 ■■■■1■■■I■■■ ￣U■■－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■￣'■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■-＝￣ニーーーー ■■■

G＝＝＝P･＝＝－－－－･…－，｡=-口－－。･----..-..-.口一一
■■■■■■■■ロ■■■■■■|■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■|■■■■■■■■■■■■I■■■|■■■■■■■U■■■■|■■■ ロー■■￣■■■|■■■■■

繕鷆ヨニ逼剴＝毫司E富＝ﾖﾆ夛茎三垂一走ﾆﾖｰ屋ﾖ三ＦヨーーニFE二国巨寓三Eﾖ辱戸弓亘

ii二三二r童i三二二重二重鬘
窪毎三二三註一三百圭圭華三垂三三審

緯==ﾖﾆｮｮﾖ三島圭霞ﾖｰ圭三巨頴勇司=目二毒鶏ﾖー
こぷ之のしっｌＺ．Ｗん０叉・ＤｂＬろり坊どんOHPりも，』らりちとん庇・りち』ろり．

三二臣＝幸＝=幸二二三Ｆ＝＝－－＝

脅=茅=ﾖｰﾖｰﾋﾟﾖ圭二藍譲簔ヨヨ菫二親豆菫弓図目＝＝宮

薑鬘二重薑薑薑
こ笠たのしっＩＺ．ｂ」んＩﾕ．nもとろりおししろいわ●

■■■■

■■

楽譜例1３ぶんぶんぶん
｣＝1Ｍ．

村野四郎作伺
鹸へ２丁曲

:筆三二巨二=巨堂二王＝奎三EヨニニE＝

陸三三三豆二三＝三三＝=霞圭垂匡ﾖー

獲三筐＝＝==＝臣毛活宮＝廷E＝=＝=

ちようとっきゅう－
ｍ中１１（
淵洩調二

楽譜例1４はしれ
作詞

IpI11l

Z窪三隠亟墜三壁三崖i三三三
１.(参ワーソピ瓦ﾜｰｿはしる－

２.陰ﾜｰｿﾋﾟｭﾜｰ:′ｌよしろ￣

澤屋圭頁三百=冨圭泪弓三菱=雪二三至言＝蚕=覇=ま＝言ヨ
<にひや<

～

<’二ひぺ、く

そ
そ

じ
じあおいひかりのち上う鐘亀ヅーー￣シ

ユるいひ力、りのボンネッ卜

應辱謬手ﾖﾆｰ巨信舞華二三房FニーニＥ三三三

拳廷謹ﾆﾆ圭惹皀三蚕邑＝圭幸幸匿二一三
IiLる

1Aしろ

上丸ワーン
ーザ

ヒ・ニワーン

ピニワーン
ーヴ

上tTGフーン

ピュワーン
も－

ピュワー：'

蔭三一剛
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楽譜例1５おかしやざんになりたいな

主どみちお

中田喜直
作詞
作曲

篝三三==彗二=圭冨三富三三二
ニーョ一＝

拳＝E二雪三二二＝耳二＝

＝＝ﾆー
ーー

楽譜例1６トラツク 楽譜例1７おつきさままでとまりません

神沢利子作1日

飯島敏子作詞

湯山昭作曲毒奎睾ニーー臣=＝三二=富一圏

1ﾊｴﾈ､ぃｆＬＬｌ１６

|筐鬘二童雲鬘
■■ｌ■■■■■■■■■■■■■ｌ■■■■■■■■■■■■■■■■■■ｌ■■

ロ－－－￣■■■■■－－■■■■■■■■l■■■
■■■■■＝￣-1■■■■l■■￣■■l■■■■■■■■－
１■■■■■

｛薑薑篝塞薑鑿薑:鬘
毒＝＝季孟注詞弓臣蚕=詞＝巨臣＝三三￣

羅声＝￣至三蕊薮詞二繭豆＝三崔套=＝Ｅ＝＝弓

罰一一一一＝－－

重重i鬘鑿鬘鬘鑿臺！（[ヱヱニコニヒ二三重■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｕ■■■■■■■■■■■■■■■■
￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣
■■■■■

壷匡＝三＝三～＝＝ニーーニニーー三－二重=

奪圭二三圭屋圭皀謁重壼言垂壁=屋屋窪

｛ 鬘薑鬘鑿鑿
遇直亘ﾖﾆｮﾆﾖ巨巨韮

ﾛ■■■■■■■■

｛
＝＝￣■＝＝－
＝＝￣

鬘鬘鬘薑聖＝＝＝＝＝＝＝■ニーーー
■--＝￣＝＝＝

脅淫雷=＝=臣ニニヨーニ巨三＝

重鑿薫鑿壹菫三二２重

Ａ■ J-u5 胸'
服郎公一作曲

ｺマ.▼

塵卍臺憂引

￣

，W'
ゴゴゴ呼註ぴず

ププププ

＝＝－－－


